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カバー

カバーネジ

センター
ケース
ネジ

センターケース

トップストライク

トップラッチ

ロッド

ボトムラッチ　

ラッチカバー

スリーブ
ロッドガイド

ロッドガイドネジ

ラッチカバーネジ

ラッチ
ネジ

ストライクネジ

セックスボルト

エンドキャップ

エンドキャップブラケット

ネジ

エンドキャップネジ
エンドキャップブラケット

カバープレート メカニズムケース

スペードドリル 5/8"
(木製ドア)

タップ

ドリルビット

　　必要な特別ツール
六角レンチ

#8−32,#10−24

#25,1/8",1/4",
5/16",13/32"

5/64"

サポートブラケット

ボトムストライク

サイドネジ

トップロッド

ボトムロッド

プッシュバー
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I

カバーネジ
No.8−32 x 5/32"

6 個

224 / 225 ストライクネジ

106 / 215 ストライクネジ

エンドキャップブラケットネジ

エンドキャップネジ

センターケースネジ

トップ/ボトムラッチネジ

ロッドガイドネジ

サイドネジ＆コネクティングネジ

No.1/4−20 x 
1−3/32" 4 個

No.8−32 x 7/32"
8 個

No.8−32 x 5/8"
2 個

J

F

H

No.10−24 x 
1−11/32" 6 個

No.10−24 x 
1−3/32" 6 個

No.10−12 x 
1−11/32" 6 個

No.10−24 x 25/32"
4 個

D A

E

No.10−24 x 11/16"
2 個

F
No.1/4−20 x 1−1/6"

2 個

No.10−12 x 
1−11/32" 3 個

B

No.1/4−20 x 1−1/6"
2 個

227 ストライクネジ

No.10−24 x 
1−11/32" 2 個

No.10−12 x 
1−11/32" 2 個

No.10−12 x 
1−11/32" 4 個

No.10−24 x 
1−3/32" 2 個

No.10−24 x 
1−11/32" 2個

No.10−24 x 11/16"
3 個

No.10−24 x 11/16"
7 個

No.10−12 x 
1−11/32" 7 個

L

No.1/4−20 x 5/8"
1 個 No.1/4−20 x 5/8"

1 個

C

G

C A

E

N O

BE

アプリケーション セックスボルト鋼製ドア

使用するネジ表
木製ドア

C

G

A
No.10−24 x 

1−11/32" 6 個

C

108 ストライクネジ
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ドアの切り欠き
外側のシリンダーアプリケーション：テン
プレートで印を付けます：鋼製ドア（デバ
イス側の切り欠き）木製ドア（貫通）

テンプレートで
トライクのバリ
エーションを参照

10mmドリル
(貫通)

5/16" DRILL
(デバイス側)
13/32" DRILL
(トリム側)

鋼製ドア
ロッドガイド

木製ドア
3.2mmドリル

パイロット深さ25mm

#25 ドリル　
#10−24 タップ

ドアの準備表
トップストライク

3.2mmドリル
パイロット深さ25mm

#25 ドリル
#10−24 タップ

鋼製ドア

木製ドア

鋼製ドア

木製ドア

ラッチ

センターケース　穴4 個
セックスボルト
またはトリム

鋼製ドア
面取付 

鋼製ドア

木製ドア
3.2mmドリル

パイロット深さ25mm　

#25 ドリル　
#10−24タップ 

6.4mmドリル
(デバイス側）
10mmドリル　
(トリム側)

10mm
貫通 

木製ドア

*デバイスの錠前側が取付られ、ヒンジ
側のデバイスを外してから、穴あけの準
備をします

鋼製ドア

#25 ドリル
#10−24 タップ

エンドキャップブラケット　２個
面付け

木製ドア
3.2mmドリル

パイロット深さ25mm
10mm

ドリル貫通 

1/4" ドリル
(デバイス側)
10mmドリル　
(トリム側)

鋼製ドア

木製ドア 

セックスボルト

内側

外側

RHR LHR

RHRを示しま
す (LHRは逆)

ボトムストライク
#25ドリル　

#10−24 タップ

(直径15.9mm)

面取付　

センターケー
サポート穴2個

3.2mmドリル
パイロット深さ25mm

木製ドア

#25ドリル
#10−24タップ

鋼製ドア

可動レバー、サムピースまたはノブを使っての
トリムアプリケーション：テンプレートで印を
付け切り欠きします：（デバイス側のみ）

CL

CL

X

X

*外部シリンダー側から見て
RHR : 右勝手引き
LHR : 左勝手引き
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ヒンジ側

ドアを閉じ、図のように床仕上げ面又は沓ズリからドアの内
側面に水平のセンターラインを印し、錠前側の戸当たり部に
1006mmを表示します（トリムを使用する場合はドアの外側
面まで水平センターラインを継続します）。

ローラーはドア方向に

　RHR を示す
(LHRは逆側）　

床仕上げ又は
沓ズリより
1006mm

CL

CL

ドリル3.2mm
パイロット深さ25mm

#25ドリル
#10−24タップ

CL

鋼製ドア

木製ドア

2

６個の穴の
印を付けます

テンプレート上の中心線がドア上の中心線と並
ぶように、テンプレートに「TEMPLATE A」
（トリムを使う場合はテンプレート使います）
をドアにテープでとめます。 センターに印を付
け、テンプレートに示されているように必要な
穴をドリル/タップします。

CL

CL
X

テンプレート A

X

CL

テンプレートを中心線に
合わせ、ストライクの
ローラーに当てます。

ストライクをテンプレートとして使用し、戸当たりとド
アの内側の面に配置します。ストライク上の水平中心線
は戸当たりとドア上の水平中心線と一致します。 必要に
応じてセンターとドリル/タップ穴を印しをつけます。

4テンプレートをセンターラインの

上でストライクに当て印をドアに描く

ストライクシム

ストライクとシムの取り付け

ストライクネジ

E

106ストライク

3

CL

2つの穴を準備し、各スロットにネジを
取り付けます。

108ストライクについては、この説
明書の表紙を参照してください。

水平中心線に沿って配置し、
2つのスライド穴の位置に印を描く

4

1 デバイス平行線と
　　ストライク中心線を描く



中心線の上にトップとボトムのテンプ
レートを整列させ、次に印を付け、
ドア加工の準備

1.

2.

3.

ストライクのテンプレートを
折り畳んでドア内側の戸当た
りに配置します。テンプレー
ト上の垂直中心線は、戸当た
りとドアの垂直中心線と並行
です。
戸当たりとドア面にテープで
テンプレートを貼り付けま
す。
テンプレートに示されている
ように、センターとドリル/
タップ穴を印しします。 ド
リル/タップ、および切り欠
き情報については、4ページ
の「ドアの準備表」を参照し
てください。

トップストライクとシムを取り付け5

CL

CL

CL

6

シム

106 ストライク

ストライクネジ

215ストライク

ストライクジネ

X

X
E

E

ストライクねじ

調整が完了したら、ストライクの穴
に3番のねじで締めます。

ボトムストライクを取り付け

2.

1. ネ ジと入れるために床に印を付け、ストライクとネジの種類
に応じて準備します。 ボルトと床の間に隙間をあけます。
沓ズリの場合：提供されたストライクとネジの種類に応じ
て、穴をあけます。

7

プルマンラッチ

8

NLドライバネジは工場出荷時にカムの背面に取り付けられてい
ます、センターケースの場合、NLドライブネジがセンターの後
ろにあるとき外筒はナイトラッチとしてのみ機能します。

注: 1. プルプレート用またはナイトラッチシリンダー付きエスク　　
チョンの場合をNLドライブネジを取り外さないでください。

NLデバイスネジの使用するかの決定

ラウンドボトムラッチ

E

E

NL ドライブネジ

外し工具　
(5/64" 六
角レンチ

カム

  224ストライク 227ストライク

225ストライク

226ストライク

N

O
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10 11ラッチとロッドの取り付け

2.カバープレートを挿入し、ガタつき防止クリップを所定
の位置にスライドさせ（端部より50.8mm以上）、エン
ドキャップに2本のエンドキャップネジで取り付けます。

エンドキャップ
ブラケットネジ 

取り付けブラケットとエン
ドキャップの取り付け

C

1.

2.

2本のネジ（セックスボルト）で上部ラッチを取り付けます。 
デバイスが拘束されることなくラッチされるようにストライク
を調整します。 図1を参照
図2に示すように、ロッドの長さを決定します。必要であれば; 
ロッドの端を切ってタップします。 10ページの「トップロッ
ドの切断 / トップロッドの繋ぎ延長」を参照してください。

トップラッチ

ラッチネジ

セックスボルト

切断の長さ　

実際の
ドア開口部
高さ

F

H

図  2図 1
エンド
キャップネジ

デバイスの水平（水平器）

エンドキャップブラケット

1.カバープレートを取り外し、エンドキャップブラケット
をプッシュバーアセンブリにメカニカルケースに挿入し
ます。 水平を出しブラケットねじのための2つの穴を印
を付けます。 エンドキャップブラケットのネジをドアに
固定します。 

最小50.8mm

カバー

          ガタつき防止クリップ 

エンドキャップ

サポートネジ

セックスボルト

9 トリムを使用する場合、センターケースをドアに取り付け

1.
2.

トリム付きのデバイス − 「トリム取り付け手順」を参照してください。
シリンダーのみ − 図示のシリンダーバックプレートを付けシリンダーを取り付けます。 テー
ルピースがドアの内側の面から12.7mm伸びていることを確認します。テールピースをセン
ターケースのカムに挿入し、6個のセンターケースネジでドアに取り付けます。

3. 退出専用 − センターケースをセンターケースのネジ6個でドアに取り付けます。

防火戸用デバイスの場合：ドアの製造業者が別の取り付け方法をしないない限
り、補強のないコンポジット（木材、プラスチックおよびスチール被覆）、木材
コア、鋼製ドアおよび軽量鋼製ドアには、2本のセックスボルトとサポートネジ
が必要です。スチール製での補強を施した防火扉には鋼製ドア用ネジを使用しま
す。

C

G

最小のクリアランス38.1mm（エンドキャッ
プを外した状態）です、デバイスの長さが長
すぎる場合は、11ページの「デバイスの切
断」を参照してください。

 必要に応じテイルピースを
切断します

シリンダーネジ

シリンダー
バックプ
レート

12.7mm

センター
ケースジネ

トトリム（オプション
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注：コネクティングバーの
ノッチをロッドのタブに合わ
せ、コネクティングネジを締
めてください。

コネクティング
バー

ロッド

トップラッチとロッドの取り付け
（続き）

コネクディングネジ

4. ロッドにスリーブを入れ組み立てます。 コネクティングバー
の１番の穴がリトラクターの1番の穴と整列するまで、上部バー
を上部のラッチにねじ込みます、その後サイドネジを締めます。

ロッド

コネクティング
バー

スリーブ
トップ
ラッチ

コネクティングネジ

ノッチ
タップ

F

図3

3.コネクティングバーの丸穴にコネクティングネジを通し、
上部ロッドにネジ込み、締めます。 図3を参照

11

サイド
ネジ

２番穴

コネクティング
バー

リトラクター

E

3. 調整が完了したら、ストライクの
穴に3番目のねじを締めこみます。

３番目の
ストライクネジ

E

12 ホールドバック＆デッドロックの確認

1. プッシュバーを押すと、ラッチボル
トは引き込まれ、ドアが開きます。
ラッチボルトは引っ込んだままになり、
デバイスはホルバックの保持状態になり
ます。 ホードルバック　になっていな
い場合は、ドライバでリトラクター上部
のネジを調整してください。

2. 完全に伸びたラッチボルトはデッドロック
状態にあります。 デッドロックラッチボルト
をラッチハウジングに押し込むことは
できません。 デッドロックができない場合
は、ネジを緩めてストライク位置を調整し
てください。

クローズ
調整用ネジ

オープン

３番目の
ストライクネジ

7

最終ページに詳細説明があります



I

D

I

1615 ドアを開けたままボトムロッドを

1.プッシュバーを押して、デバイスをホールドバック保持
にします。 ボトムラッチボルトはボトムストライクをク
リアし、ドライバーでリトラクターを調節します、必要に
応じてロッドを再調整します。

2.調整が完了したら、2つのサイドネジを固定します。

ドアを数回開いたり閉たりし、ドアが閉じているときに
デッドロックが正しく掛かるか確認してください。

ロッドガイドとカバーを
　　　　専用ネジで取り付け

ラッチとセンターケースの中間にガイドロッドを配置し
ます。 印を付け、ドリル/タップし、ロッドガイドを2
本のネジで固定します。

クローズ オープン

カバー

カバーネジ

ロッドガイド

ラッチカバーネジ

ラッチカバー

ロッドガイドネジ

プッシュバーから
保護フィルムを取

り除きます

ラッチとセン
ターケースの中
間点にロッドガ
イドを取り付け
てください。

調整します（トップラッチは引き込ま
れます）。

L

13 サイドネジ2本固定

４個のサイドネ
ジを固定します

２番
サイドネジ

コネクティングバーの2番の穴に2番
のサイドネジをリトラクタの2番の
穴に通し、2つのサイドネジを締め
ます。

コネクティ
ングバー

14 ボトムラッチとロッドの取り付け

サイド
ネジ

スリーブ

ロッド

ラッチネジ
ボトムラッチ

セックス
ボルト

コネク
ティングバー

L

F

H 2.

3.

コネクティングバーの丸い穴にコネクティングネ
ジを通し、ボトムロッドにネジ込み、締めます。

スリーブをロッド入れて組み立て、ボトム・ラッ
チのスタッドにボトム・ロッドをねじ込み、コネ
クティングバーの最初の穴がリトラクターの1番の
穴にくるようにし、サイドネジを締めます。

（LBRデバイスの場合、ボトムラッチとロッドの取り付け
　準備を省略します）。

サイドネジ

リトラクター

２番穴
1. 2本のネジ（セックスボルト）でボトム

ラッチを取り付けます。

1番穴

8

最終ページに詳細説明があります



図のように完成した床から
101.6mm～152.4mmの間でドア
の端にファイヤーボルトを取り付
けます。 ドリル4穴とTタップ
（＃8−32）。

注：ボトムロッド（LBR）を使用しないアプリケーションの場合、ファイヤーボルトを使用する必要があります。

ファイヤーボルト

ファイアーボルトの取付

101.6mm～
152.4mm　

ロッドの平らな側から
切断します

ステップ1：ロッドの平らな面を確認し、ロッドを切
断する量を測定する。
注：2,133mmより短いドアの場合、ロッドの切断が
必要です。

スプリングワッシャー
2本のロッドをしっかりと接続するためにロッド延長部　
とスプリングワッシャを取り付けます。

トップロッドの繋ぎ延長

ロッドエクステンシン

トップロッドの切断 / トップロッドの繋ぎ延長

トップロッドの切断
トップロッドの長さ

仕様

ドア高
2133mm

ドア高
2438mm

ドア高
 2743mm

切断する長さ

実際のドア
開口高さ　

トップロッド
の長さ

916mm

1221mm

605mm

1221mm
Step 2: タップ#1/4−20 ; 深さ25mm

　#8−32 タップ
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デバイスのカット (必要に応じて)

ドア枠とデバイスの間の推奨最小ク
リアランス（エンドキャップを外し
た状態）は38.1mmです。

ヒンジ側

2.デバイスを切断します。
注：エンドキャップを正しく取り付ける
為に、デバイスを直角に切断する必要が
あります。

センターケースを取り付け穴
に合わせてください。

エンドキャップ

1.ガタつき防止クリップを外した状態で、テープ印の部分を切断します。

ガタつき防止
クリップを外
します テープ

切断線
カバープレート（プッシュ
バーの面に合わせます）

オプション・ドッギング

ドッギングのチェック

プッシュバーを押し込み、フラット/六角レンチを１回転
回すか、ドッグチェックのためにキーを1回転します。

ワッシャー

シリンダーロックナット

カバープレートをメカニズムケースの所定の位置にスライド
させます。

カムをヒンジ側に向けて、シリン
ダーをカバープレートに取り付け
ます。

見上げ

シリンダー・ドッギング

ヒンジ側

シリンダー

カバープレート

シリンダー
位置決め

カム

シリンダードギング

フラット/六角レンチ
ドッギング

10



テンプレートの中心線と
ストライクのローラーの
線を合わせます。

ストライクフックと追加のストラ
イク固定ネジを取り付けます。

　108 ストライクの取付

X
CL

テンプレートA

CL

 印を６個 

CL

3 テンプレートの使用　下図参照

108 ストライク

ストライクネジ

E

X

ストライクシム

CL

ストライクネジ

ストライクスロットを使い2個の
ネジで取り付けます。

CL

ローラーはドア方向に合

わせます

CL

1

1.6mm

3.2mmドリル3.2mmドリル
パイロット深さ25mm

ストライクフック

CL

2

E

鋼製 

ストライクネジ

3.2mmドリル
パイロット深さ25mm

#25 DRILL
#10-24 TAP

E

CL

木製

鋼製鋼製

木製木製

##2255  DDRRIILLLL
##1100−−2244  TTAPAP
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L

C

For Door Height Rod Length (A)

7' 916

8' 1221

10'

1830(1221+609)

(A)

2

SVR Top Rod Length = 2131-1006-(95+114) = 916mm

2
1
3
1

Detail A

Measure distance from floor

to door frame.

X

Detail A

SCALE 5:1

1
0
0
6

9
5

9
1
6

1
1
4

2
1
3
3

(
7
'
)
 
D

o
o
r
 
H

e
i
g
h
t

2,133mm
2,438mm
3,048mm

(A
)

(X
)

(X)=床面から枠とあたり部下面

計算式：(A) = 2,131-1,006-95-114

A = X - 1,215 (1,006 + 95 +114)
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Klacci パニックバー 1500　
トップロッドの長さ

(X)=床面から枠とあたり部下面
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Klacci 1500シリーズの調整方法

１）ドアにパニックバーを設置した後、トップロッドとボトムロッドのリトラクター（ラッ
チを引っ込めるための機構）を調整していきます。

２）リトラクターを中央に移動させ、可動範囲の中央に合わせます。
（この作業をトップロッドとボトムロッドの両方で行います）

３）トップロッドをトップラッチに接続し、ロッドを回しながらラッチのネジ に取り付けま
す。

４）ロッドのコネクティングバーをリトラクターに接続し、ネジの穴を正確に合わせてくだ
さい

５）コネクティング・バーのコネクティング・ネジを丸穴の方を二つだけリトラクターの両
側に固定します。

６）プッシュバーを押し込んだ状態にしてください。

７）プッシュバーを押しながらドライバーで調整ネジを回し、トップラッチから「カチッ」
という音が聞こえ、ラッチが完全に引き込まれるまでねじを回します。

８）カチッという音と共にデッドロックのラッチピースが上に突き出ます

９）次に、ボトムロッドとボトムラッチを取り付けた後、トップラッチと同じように
ボトムラッチを調整します。

１０）プッシュバーを押し込んだ状態にしてください。

１１）プッシュバーを押し込んだ状態で、ドライバーで調整ネジを回しボトムラッチがカ
チッという音が聞こえるまで又、完全に引き込まれるまでねじを回します。

１２）ボトムラッチとトップラッチの機能を確認するためプッシュバーを押します。

１３）トップラッチが引き込まれているかを確認します、そしてボトムラッチも完全に引き
込まれているかを確認します。

１４）次に、ラッチを押して解除します。デッドロック機能が正常に動作しているかを確認
します。

１５)プッシュバーを押して、トップロッドとボトムロッドが、きつすぎないことが重要で
す。　適度な動きの余裕があることを確認します。

１６）4本のネジをすべて固定をして、トップロッドリトラクターとボトムロッドリトラク
ターの取り付けは完了です。
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